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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成27年11月5日(2015.11.5)

【公表番号】特表2015-504380(P2015-504380A)
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【手続補正書】
【提出日】平成27年9月10日(2015.9.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　この添加剤は、以下のそれぞれのモノマーの重量％で表して： 
　ａ）５％から４０％、好ましくは５％から２０％の（メタ）アクリル酸、
　ｂ）６０％から９５％、好ましくは８０％から９５％の少なくとも１つの式（Ｉ）：
　Ｒ－（ＥＯ）ｍ－（ＰＯ）ｎ－Ｒ’
　　　　　　（Ｉ）
　のモノマーであって、上式で、Ｒはメタクリレートおよびメタクリルウレタン基から選
ばれる重合性基であり、ＥＯおよびＰＯはそれぞれエチレンオキシドおよびプロピレンオ
キシドを表し、ｍおよびｎは２つの整数であり、このうち少なくとも１つはゼロではなく
、また０から１００（０と１００を含む。）であり、ならびにＲ’は水素または１から４
個の炭素原子を有するアルキル基を表す、モノマー
からなることを特徴とする水溶性のポリマーである。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００１３】
　本発明の第１の目的は、インクジェット印刷用原紙のための紙コーティング剤の製造方
法からなり、
　１）分散剤を含む無機充填材の水性懸濁液と少なくとも１つのバインダーとブレンドす
ること、
　２）媒体中に、少なくとも１つの有機塩もしくは１つの無機塩、または少なくとも１つ
のカチオン性化合物を入れること、
　媒体中に、以下のそれぞれのモノマーの重量％で表して：
　ａ）５％から４０％、好ましくは５％から２０％の（メタ）アクリル酸、
　ｂ）６０％から９５％、好ましくは８０％から９５％の少なくとも１つの式（Ｉ）：
　Ｒ－（ＥＯ）ｍ－（ＰＯ）ｎ－Ｒ’
　　　　　　（Ｉ）
　のモノマーであって、上式で、Ｒはメタクリレートおよびメタクリルウレタン基から選
ばれる重合性基であり、ＥＯおよびＰＯはそれぞれ規則的またはランダムに配置されたエ
チレンオキシドおよびプロピレンオキシドを表し、ｍおよびｎは２つの整数であり、この
うち少なくとも１つはゼロではなく、また０から１００（０と１００を含む。）であり、
ならびにＲ’は水素または１から４個の炭素原子を有するアルキル基を表す、モノマー
からなる水溶性のポリマーを少なくとも１つ入れること
からなるステップを含む。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明の第２の目的は、インクジェット印刷用原紙のための紙コーティング剤の安定剤
として、水、分散剤の存在下で水性懸濁液中の少なくとも１つの無機充填材、少なくとも
１つのバインダー、少なくとも１つの無機もしくは有機塩または１つのカチオン性化合物
を含みながら、以下のそれぞれのモノマーの重量％で表して：
　ａ）５％から４０％、好ましくは５％から２０％の（メタ）アクリル酸、
　ｂ）６０％から９５％、好ましくは８０％から９５％の少なくとも１つの式（Ｉ）：
　Ｒ－（ＥＯ）ｍ－（ＰＯ）ｎ－Ｒ’　　　　　　（Ｉ）
　のモノマーであって、上式で、Ｒはメタクリレートおよびメタクリルウレタン基から選
ばれる重合性基であり、ＥＯおよびＰＯはそれぞれエチレンオキシドおよびプロピレンオ
キシドを表し、ｍおよびｎは２つの整数であり、このうち少なくとも１つはゼロではなく
、また０から１００（０と１００を含む。）であり、ならびにＲ’は水素または１から４
個の炭素原子を有するアルキル基を表す、モノマー
からなる少なくとも１つの水溶性のポリマーを使用することにある。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本発明の第３の目的は、水、分散剤の存在下で水性懸濁液中の少なくとも１つの無機充
填材、少なくとも１つのバインダー、少なくとも１つの無機塩または１つの有機塩または
１つのカチオン性化合物、ならびに以下のそれぞれのモノマーの重量％で表して：
　ａ）５％から４０％、好ましくは５％から２０％の（メタ）アクリル酸、
　ｂ）６０％から９５％、好ましくは８０％から９５％の少なくとも１つの式（Ｉ）：
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　Ｒ－（ＥＯ）ｍ－（ＰＯ）ｎ－Ｒ’　　　　　　（Ｉ）
　のモノマーであって、上式で、Ｒはメタクリレートおよびメタクリルウレタン基から選
ばれる重合性基であり、ＥＯおよびＰＯはそれぞれエチレンオキシドおよびプロピレンオ
キシドを表し、ｍおよびｎは２つの整数であり、このうち少なくとも１つはゼロではなく
、また０から１００（０と１００を含む。）であり、ならびにＲ’は水素または１から４
個の炭素原子を有するアルキル基を表す、モノマー
からなる少なくとも１つの水溶性のポリマーを含む、インクジェット印刷用原紙のための
紙コーティング剤にある。
【手続補正５】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インクジェット印刷用原紙のための紙コーティング剤の製造方法であって、
　１）分散剤を含む無機充填材の水性懸濁液を少なくとも１つのバインダーとブレンドす
ること、
　２）媒体中に、少なくとも１つの有機塩または１つの無機塩、または少なくとも１つの
カチオン性化合物を入れること、
　３）媒体中に、少なくとも１つの水溶性のポリマーであって、それぞれのモノマーの重
量％で表して：
　ａ）５％から４０％、好ましくは５％から２０％の（メタ）アクリル酸、
　ｂ）６０％から９５％、好ましくは８０％から９５％の少なくとも１つの式（Ｉ）：
　Ｒ－（ＥＯ）ｍ－（ＰＯ）ｎ－Ｒ’
　　　　　　（Ｉ）
　のモノマーであって、上式で、Ｒはメタクリレートおよびメタクリルウレタン基から選
ばれる重合性基であり、ＥＯおよびＰＯはそれぞれエチレンオキシドおよびプロピレンオ
キシドを表し、ｍおよびｎは２つの整数であり、このうち少なくとも１つはゼロではなく
、また０から１００（０と１００を含む。）であり、ならびにＲ’は水素または１から４
個の炭素原子を有するアルキル基を表す、モノマー
　からなるポリマーを入れること
　からなるステップを含む、方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、水溶性のポリマーは、完全に、または部分的に中和さ
れていることを特徴とする、方法。
【請求項３】
　請求項１または２の一項に記載の方法であって、水溶性のポリマーは、重量で１０，０
００ｇ／ｍｏｌから１０，０００，０００ｇ／ｍｏｌの間の分子質量を有することを特徴
とする、方法。
【請求項４】
　請求項１から３に記載の方法であって、水溶性のポリマーは、重量で１０，０００ｇ／
ｍｏｌから１００，０００ｇ／ｍｏｌの間の分子質量を有することを特徴とする、方法。
【請求項５】
　請求項１から３に記載の方法であって、水溶性のポリマーは、重量で１，０００，００
０ｇ／ｍｏｌから１０，０００，０００ｇ／ｍｏｌの間の分子質量を有することを特徴と
する、方法。
【請求項６】
　請求項１から５の一項に記載の方法であって、無機または有機塩は、塩化カルシウムで
あることを特徴とする、方法。
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【請求項７】
　請求項１から５の一項に記載の方法であって、カチオン性化合物は、ポリＤＡＭＡＣ、
ポリＭＡＤＱＵＡＴまたはポリアミンから選ばれることを特徴とする、方法。
【請求項８】
　請求項１から７の一項に記載の方法であって、無機充填材は、天然、合成または化学的
に改質した炭酸カルシウムから選ばれることを特徴とする、方法。
【請求項９】
　請求項８に記載の方法であって、無機充填材は、天然炭酸カルシウムであることを特徴
とする、方法。
【請求項１０】
　請求項１から９の一項に記載の方法であって、分散剤は、アニオン性またはカチオン性
であることを特徴とする、方法。
【請求項１１】
　インクジェット印刷用原紙のための紙コーティング剤の安定剤としての、少なくとも１
つの水溶性のポリマーの使用であって、前記紙コーティング剤は、水、分散剤の存在下で
水性懸濁液中の少なくとも１つの無機充填材、少なくとも１つのバインダー、少なくとも
１つの無機塩または１つの有機塩または１つのカチオン性化合物を含み、前記少なくとも
１つの水溶性のポリマーは、それぞれのモノマーの重量％で表して：
　ａ）５％から４０％、好ましくは５％から２０％の（メタ）アクリル酸、
　ｂ）６０％から９５％、好ましくは８０％から９５％の少なくとも１つの式（Ｉ）：
　Ｒ－（ＥＯ）ｍ－（ＰＯ）ｎ－Ｒ’
　　　　　　（Ｉ）
　のモノマーであって、上式で、Ｒはメタクリレートおよびメタクリルウレタン基から選
ばれる重合性基であり、ＥＯおよびＰＯはそれぞれエチレンオキシドおよびプロピレンオ
キシドを表し、ｍおよびｎは２つの整数であり、このうち少なくとも１つはゼロではなく
、また０から１００（０と１００を含む。）であり、ならびにＲ’は水素または１から４
個の炭素原子を有するアルキル基を表す、モノマー
　からなる、使用。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の使用であって、水溶性のポリマーは、完全に、または部分的に中和
されていることを特徴とする、使用。
【請求項１３】
　請求項１１または１２の一項に記載の使用であって、水溶性のポリマーは、重量で１０
，０００ｇ／ｍｏｌから１０，０００，０００ｇ／ｍｏｌの間の分子質量を有することを
特徴とする、使用。
【請求項１４】
　インクジェット印刷用原紙のための紙コーティング剤であって、水、分散剤の存在下で
水性懸濁液中の少なくとも１つの無機充填材、少なくとも１つのバインダー、少なくとも
１つの無機塩または１つの有機塩または１つのカチオン性化合物、ならびにそれぞれのモ
ノマーの重量％で表して：
　ａ）５％から４０％、好ましくは５％から２０％の（メタ）アクリル酸、
　ｂ）６０％から９５％、好ましくは８０％から９５％の少なくとも１つの式（Ｉ）：
　Ｒ－（ＥＯ）ｍ－（ＰＯ）ｎ－Ｒ’
　　　　　　（Ｉ）
　のモノマーであって、上式で、Ｒはメタクリレートおよびメタクリルウレタン基から選
ばれる重合性基であり、ＥＯおよびＰＯはそれぞれエチレンオキシドおよびプロピレンオ
キシドを表し、ｍおよびｎは２つの整数であり、このうち少なくとも１つはゼロではなく
、また０から１００（０と１００を含む。）であり、ならびにＲ’は水素または１から４
個の炭素原子を有するアルキル基を表す、モノマー
　からなる少なくとも１つの水溶性のポリマーを含む、コーティング剤。
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【請求項１５】
　請求項１４に記載のコーティング剤であって、水溶性のポリマーは、重量で１０，００
０ｇ／ｍｏｌから１０，０００，０００ｇ／ｍｏｌの間の分子質量を有することを特徴と
する、コーティング剤。
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